
第１号様式

（宛先）岳南排水路管理組合管理者　富士市長

１:市内　２:準市内

３:県内　４:県外

千円 年 月

人

登録業種及び希望業種（※別紙「営業種目分類表」から該当する業種を選択し、数字で記入すること）

①法律等による登録を受けている業種

[ 11 - 01 ] [ 11 - 02 ] [ 11 - 04 ] [ 11 - 05 ] [ 11 - 06 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

[ - ]

②入札参加を希望する業種

[ 12 - 01 ] [ 12 - 02 ] [ 12 - 03 ] [ 13 - 01 ] [ 13 - 02 ] [ 13 - 03 ] [ 13 - 09 ] [ 14 - 01 ] [ 14 - 17 ]

[ 14 - 23 ] [ 14 - 32 ] [ 14 - 33 ] [ 14 - 39 ] [ 15 - 01 ] [ 16 - 05 ] [ 16 - 08 ] [ 16 - 09 ] [ 16 - 11 ]

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（測量、建設コンサルタント等）
令和　6　年　1　月　29　日

　令和4・5年度において、岳南排水路管理組合で行われる測量、建設コンサルタント業務等に係る競争に参加す
る資格の審査を申請します。なお、この申請書及び添付書類の内容については、事実と相違しないことを誓約し
ます。

業 者 番 号 ※記入不要 受 付 番 号 ※記入不要 業 者 区 分 ２：測量・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等

フ リ ガ ナ フジサンコンサルタント　フジシテン

商号又は名称 富士山コンサルタント㈱　富士支店

代 表 者
肩 書 氏 名

支店長　富士　次郎

郵 便 番 号 417-8601 住 所 静岡県富士市永田町１丁目１００番地

電 話 番 号 0545-51-0123 ＦＡＸ番号 0545-51-1479 所 在 区 分 2

電 話 番 号 03-1234-5678 ＦＡＸ番号 03-8765-4321

本
　
　
社

郵 便 番 号 100-0012 住 所 東京都新宿区歌舞伎町１丁目１番１号

代 表 者
肩 書 氏 名

代表取締役　富士　太郎 代
表
者
印 ㊞

資 本 金 20,000 営 業 開 始 明・大・昭・平 30

総 従 業 員 数 223 企 業 規 模 2 １：大企業 ２：中小企業 ３：その他
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電 話 番 号

　※提出書類に関する問合せ先（担当者名、
　　名称等）を記入してください。　上記の印鑑は、入札・見積に参加し、契約の締結並びに

代金の請求及び受領のために使用したいので届け出ます。

備 考

使　　用　　印　　鑑　　届

問 合 せ 先

㊞
※
必
ず
押
印

3

記載例

中小企業とは、中小企業基本法第２条に
規定する「中小企業者」を指す。

該当する年号を丸で囲み、年月を記載する。

本社を登録する場合は、代表者の氏名を、

委任先を設ける場合は、受任者（支店長等）の氏名を記入する。

本社を登録する場合は、本社の名称を、
委任先を設ける場合は、委任先の名称を記入する。

記入日もしくは投函する日

登録する事業所が

市内︓富士・富士宮市内の本社、準市内︓富士・富士宮市内の支店等

県内︓静岡県内の本社・支店等、県外︓その他 営業所等の委任先がない場合も

本社の代表者印を必ず押印する。

上記電話番号以外に契約担当の電話番号（携
帯番号）等がある場合は記入する。

入札参加資格審査申請の書類提出に

関する問い合わせ先を記入する。

※代理申請の場合もここに記入する。

別紙「営業種目分類表」を確認してコードを記入する。
①法律等による登録を受けている業種がないと、
②入札参加を希望する業種に書けないものがあるので注意。

必ず押印する。

代表者印と異なる印でも可。

㊞

280＝

訂正する場合は赤色の二重線で消し、
上部に赤字で訂正内容を記入する。
訂正印（使用印鑑届と同一のもの）
は欄外に一箇所押印する。
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